
漢
　
文
　
の
　
教
　
材
　
併
　
究

-
.
「
史
記
」
　
(
鴻
門
之
会
・
四
面
楚
歌
)

教
材
研
究
は
、
ど
ん
な
に
深
-
広
く
や
っ
て
も
際
限
の
な
い
も
の
で
あ
る

が
'
少
-
と
も
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
最
低
の
線

は
、
お
の
ず
か
ら
あ
る
よ
う
に
思
う
。
以
下
、
述
べ
る
こ
と
は
、
私
な
り
に
考

え
行
な
っ
て
み
た
も
の
の
覚
え
書
き
で
あ
る
。
使
用
し
た
教
科
書
は
'
明
治
書

院
の
「
撰
文
」
　
(
古
典
乙
-
)
で
あ
り
、
参
考
書
は
「
史
記
」
の
「
項
羽
本
紀

」
　
「
高
祖
本
紀
」
　
「
窮
始
空
木
妃
」
そ
れ
に
「
留
保
世
家
」
「
焚
即
勝
滞
列
伝
」

な
ど
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
「
関
門
の
会
」
に
は
い
る
ま
え
に
'
や
は

り
当
時
の
中
国
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の
説
明
、
そ
の
中
に
お
け
る
項
羽
と
流

公
の
行
動
の
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
一
応
、

そ
の
よ
う
な
説
明
が
「
項
羽
本
紀
」
　
「
高
祖
本
紀
」
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
も
の
と
し
て
、
「
鴻
門
の
会
」
に
は
い
る
こ
と
に
す
る
.

一
、
　
鴻
門
の
会

○
廷
軍
夜
撃
'
院
秦
卒
二
十
飴
万
人
新
安
城
南
'
行
略
定
窮
地
'
至
函
谷
関
。

有
兵
守
関
、
不
得
入
o
又
閏
流
公
己
破
戒
陽
、
項
羽
大
怒
、
使
当
陽
君
等
撃

森
　
　
野
　
　
繁
　
　
夫

間
O
巧
羽
k
:
<
,
〒
干
蛇
門
o
浦
<
¥
叩
W
i
^
.
、
f
^
E
E
'
巧
F
T
仰
打
。

珊
公
左
司
馬
習
無
傷
使
人
言
於
項
羽
日
、
「
浦
公
欲
王
関
中
'
使
子
嬰
為
相
'

珍
宝
窮
有
之
。
」
項
羽
大
怒
日
、
「
旦
口
琴
士
卒
、
為
撃
破
派
公
軍
。
」

当
是
時
、
項
羽
兵
四
十
万
0
在
新
里
関
門
。
流
公
兵
十
万
へ
在
頭
上
。
氾
増
説

項
羽
日
'
「
流
公
屑
山
東
時
'
賃
於
財
貨
。
好
美
術
o
今
入
関
'
財
物
無
所

取
へ
婦
女
佃
所
辛
。
此
共
志
不
在
小
O
吾
令
入
朝
其
気
、
僻
為
託
虎
、
成
五

釆
。
此
天
子
気
也
o
急
幣
勿
失
o
」

こ
の
部
分
で
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
、
つ
ま
り
司
馬
遷
が
最
も
力
を
入
れ
て
書

い
て
い
る
の
は
'
項
羽
の
「
怒
り
」
で
あ
ろ
う
。
「
項
羽
本
紀
」
を
通
し
て
み

て
も
、
彼
が
笑
っ
た
の
は
た
だ
の
一
度
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
烏
江
に
お
け
る
最

期
の
場
両
、

項
王
乃
欲
東
渡
鳥
江
。
烏
江
亭
長
随
船
待
。
謂
項
王
日
、
「
江
東
朗
小
、
地
方

千
里
、
衆
数
十
万
人
、
亦
足
王
也
。
願
大
王
急
波
。
今
独
臣
有
船
O
漢
軍
至

0
0

無
以
渡
o
」
項
王
笑
日
'
「
-
-
」

だ
け
で
あ
り
、
何
時
も
怒
っ
て
ば
か
り
い
る
。
そ
の
よ
う
に
怒
り
に
怒
る
項
羽

の
'
こ
の
段
に
お
け
る
怒
り
は
、
次
第
に
そ
の
激
し
さ
を
増
し
て
ゆ
-
も
の
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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ま
ず
新
安
城
の
南
で
秦
卒
二
十
余
万
人
を
院
う
め
に
し
た
項
羽
は
、
秦
の
地

を
略
定
し
て
目
指
す
函
谷
関
に
た
ど
り
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
へ
誰
か
自
分
よ
り

先
に
函
谷
関
に
は
い
り
、
廷
軍
の
進
撃
を
は
ば
ん
で
い
る
者
が
あ
る
.
項
羽
の

自
尊
心
は
い
た
-
傷
つ
け
ら
れ
た
.
司
馬
遷
は
何
も
省
い
て
は
い
な
い
が
、
項

羽
の
怒
り
は
'
こ
の
時
す
で
に
始
ま
り
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
う
ち
に
、
流
公
が
既
に
秦
の
都
の
成
陽
を
陥
し
い
れ
る
し
ま
っ
た
t
と

い
う
情
報
が
は
い
っ
て
き
た
。
項
羽
は
「
大
い
に
怒
っ
た
」
。
.
そ
う
し
て
当
陽

君
粒
布
ら
に
命
じ
て
一
気
に
関
を
突
破
さ
せ
た
。

項
羽
が
怒
っ
た
の
は
何
故
か
。
す
で
に
拡
秦
討
伐
を
旗
印
と
し
て
か
げ
る
詔

侠
た
ち
に
招
立
さ
れ
た
臣
の
懐
王
が
「
先
に
秦
を
破
り
て
成
陽
に
入
る
者
は
'

之
を
王
と
せ
ん
。
」
と
詔
将
と
約
し
て
い
た
の
だ
か
ら
へ
項
羽
の
怒
り
は
筋
の

通
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
は
項
羽
の
意
識
に
は
な
い
。
あ

る
の
は
た
だ
、
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ
た
常
勝
将
軍
と
し
て
の
、
ま
た
ラ
イ
バ
ル

に
先
を
こ
さ
れ
た
者
と
し
て
の
怒
り
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
'
怒
り
に
ま
か
せ
て
'
函
谷
関
を
守
っ
て
い
た
流
公
の
兵
を
蹴
ち
ら
し

た
項
羽
の
軍
は
'
そ
の
ま
ま
戯
西
ま
で
兵
を
進
め
た
.
抽
公
の
軍
は
四
十
里
先

の
郡
上
に
あ
る
.
自
分
を
さ
し
お
い
て
成
陽
に
は
い
っ
た
肺
公
。
己
の
自
尊
心

を
似
つ
け
ら
れ
た
項
羽
は
'
怖
公
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
処
置
を
と
る
べ
き

か
、
ま
だ
判
断
が
つ
か
な
い
で
い
た
。

そ
う
し
て
'
そ
の
ま
ま
派
公
の
軍
と
対
略
し
て
い
る
項
羽
の
も
と
に
、
派
公

の
左
司
馬
習
無
傷
が
、
こ
っ
そ
り
と
人
を
迫
わ
し
て
'
「
流
公
は
関
中
に
王
た

ら
ん
と
欲
し
、
子
嬰
を
し
て
相
た
ら
し
め
、
珍
宝
壷
く
こ
れ
を
有
す
。
」
と
伝

え
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
通
し
て
き
た
習
鰯
偏
の
こ
と
ば
に
、
項
羽
は

「
大
い
に
怒
り
」
へ
そ
の
ま
ま
「
旦
日
　
士
卒
に
饗
し
、
為
に
流
公
の
軍
を
撃

破
せ
よ
」
と
'
諸
将
に
命
ず
る
。
項
羽
の
怒
り
は
'
こ
こ
に
最
高
糊
に
達
す
る
。

嘗
無
傷
の
「
珍
宝
轟
く
之
を
有
す
」
と
い
う
こ
と
ば
が
'
と
り
わ
け
項
羽
を
刺

戟
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
項
羽
が
'
こ
の
上
な
く
楽
し
み
に

し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
。

こ
の
よ
う
に
燃
え
あ
が
っ
た
項
羽
の
怒
り
を
'
打
公
打
倒
の
t
点
に
集
中
さ

せ
た
の
は
'
亜
父
氾
増
の
意
見
で
あ
る
。
氾
増
に
は
、
流
公
が
た
だ
者
で
な
い

こ
と
が
'
下
手
を
す
れ
ば
項
羽
に
傾
き
か
け
て
い
る
天
下
を
、
怖
公
が
さ
ら
っ

て
し
ま
い
そ
う
な
予
感
が
、
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
流
公
を
撃
つ

の
は
今
を
お
い
て
な
し
と
判
断
し
、
項
羽
に
「
急
ぎ
撃
ち
失
す
る
こ
と
勿
れ
」

と
説
く
の
で
あ
る
。

氾
増
は
時
に
七
十
歳
の
老
人
.
彼
に
と
っ
て
、
当
時
二
十
七
歳
の
項
羽
は
'

孫
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
孫
に
で
も
言
っ
て
き
か
せ
る
よ
う
に
、
氾
増
は
念

を
押
し
'
か
ん
で
ふ
く
め
る
よ
う
に
、
肺
公
が
油
断
の
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
る
こ

と
'
決
し
て
う
ち
も
ら
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
説
く
。
流
公
の
十
万
の
兵
に
対

し
て
四
十
万
の
大
軍
を
摸
し
'
絶
対
的
な
優
位
に
あ
る
此
の
機
会
を
逃
が
し
て

は
、
こ
の
後
、
二
度
と
再
び
チ
ャ
ン
ス
は
め
ぐ
っ
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
O
氾
増

は
'
今
の
う
ち
に
肺
公
を
消
す
べ
L
と
、
項
羽
の
怒
り
を
流
公
撃
破
の
決
意
に

導
び
き
'
怒
り
の
焦
点
を
流
公
に
ピ
タ
-
と
定
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
項
羽
は
そ
の
「
怒
り
」
を
'

有
兵
守
関
へ
不
得
入
↓
(
悲
)
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又
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と
'
次
第
に
昂
ぶ
ら
せ
て
い
っ
て
い
る
O

項
柿
大
怒

こ
の
段
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
'
し
た
が
っ
て
'
そ
こ
に



中
心
を
置
い
て
読
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
.

と
こ
ろ
で
項
羽
の
こ
の
よ
う
な
「
怒
り
」
は
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
か
と
い
え

ば
'
そ
れ
は
'
項
羽
の
性
格
と
'
流
公
と
の
関
係
に
'
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
項
羽
の
性
格
に
つ
い
て
は
へ
　
「
項
羽
本
紀
」
の
最
初
の
部
分
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
挿
話
に
、
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
.

秦
始
皇
帝
浴
会
措
、
渡
断
江
.
(
項
)
)
梁
与
籍
倶
観
。
籍
日
「
彼
可
取
而

代
也
。
」
梁
掩
共
口
日
「
母
妄
言
。
族
実
。
」
梁
以
此
奇
相
。

「
奴
な
ど
、
と
っ
て
代
わ
っ
て
や
る
ぞ
。
」
と
い
う
項
羽
の
こ
と
ば
は
'
思
慮
の

な
い
、
血
気
に
は
や
る
彼
の
性
格
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
が
'
司
馬
遷
は
'
項

羽
を
相
手
に
天
下
を
争
う
流
公
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
場
面
を
設
定
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
高
祖
本
紀
」
に
日
く
、

高
祖
常
解
成
陽
、
縦
観
、
観
秦
皇
帝
。
咽
然
太
息
日
「
提
乎
、
大
丈
夫
当
如

此
也
。
」

性
急
な
項
羽
の
こ
と
ば
に
比
べ
て
、
ど
こ
ま
で
も
落
ち
つ
き
は
ら
っ
た
流
公
の

こ
と
ば
が
印
象
的
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
よ
っ
て
選
は
'
両
者
の
性
格
の
違
い
を

端
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
項
羽
が
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
怒
る
の
当
然

で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
項
羽
を
更
に
怒
り
易
く
す
る
の
が
'
流
公
の
存
在

で
あ
る
。
「
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
わ
か
ら
ぬ
蚊
'
ず
る
が
し
こ
い
軟
め
。
こ
の

俺
様
の
前
を
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
邪
魔
を
し
て
ま
わ
る
。
腹
の
立
つ
野
郎
だ
。
」

項
羽
は
流
公
に
つ
い
て
'
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
ず
家
柄
の
違
い
に
つ
い
て
い
え
ば
'
「
項
羽
本
紀
」
に
日
く
'

項
紹
者
、
下
相
人
。
字
羽
。
初
起
時
、
年
二
十
四
㌣
其
季
父
項
梁
。
梁
父
即

空
将
項
燕
へ
為
秦
将
王
封
所
教
竜
也
.
項
氏
世
世
為
楚
将
。
封
於
項
。
故
姓

項
氏
。

こ
の
よ
う
に
項
羽
は
、
世
世
延
の
将
軍
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
流
公

は
、
「
高
祖
本
紀
」
の
初
め
に
、

高
祖
、
流
豊
邑
中
陽
里
人
o
性
劉
氏
、
字
李
。
父
日
太
公
。
母
日
劉
姐
o

と
あ
る
よ
う
に
、
布
衣
の
出
で
あ
る
。
中
田
古
典
選
「
史
記
」
　
(
朝
日
新
聞

社
)
に
よ
れ
ば
、
「
劉
季
」
と
は
劉
氏
の
末
子
。
「
大
公
」
と
は
祖
父
の
世
代

0

に
対
す
る
敬
称
で
、
「
じ
つ
さ
ま
」
　
「
と
っ
さ
ま
」
.
「
劉
姐
」
の
粒
は
、
老

齢
の
婦
人
に
対
す
る
敬
称
で
'
「
劉
ば
あ
さ
ま
」
く
ら
い
の
意
味
を
持
つ
こ
と

ば
。
つ
ま
り
「
劉
季
」
　
「
大
公
」
　
「
劉
岨
」
は
'
す
べ
て
個
々
の
人
間
を
区
別

す
る
正
式
の
名
で
は
な
-
'
村
の
人
た
ち
が
'
多
少
の
敬
意
を
こ
め
て
呼
ん
だ

通
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
沌
公
は
庄
屋
ク
ラ
ス
の
家
の
三
男
坊
で
あ
る
。
-
　
こ

の
よ
う
に
説
明
し
て
あ
る
。

身
分
的
な
差
別
意
識
の
強
い
中
国
に
あ
っ
て
'
家
柄
よ
り
も
能
力
の
面
が
強

-
出
て
い
た
此
の
時
代
で
は
あ
っ
て
も
ち
　
こ
れ
だ
け
の
身
分
の
差
は
、
ち
ぢ
ま

る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
O
世
世
姪
の
将
軍
の
家
柄
に
生
ま
れ
た
項
羽
が
、
,
t
E
の

庄
尾
の
家
に
生
ま
れ
た
旅
公
に
対
し
て
抱
-
感
情
は
「
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
わ

か
ら
ぬ
奴
め
が
、
こ
の
俺
様
と
張
り
あ
う
と
は
。
」
と
い
う
悔
蔑
感
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
流
公
に
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
先
を

こ
さ
れ
た
こ
と
は
'
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
項
羽
の
自
尊
心
を
ひ
ど
く
侶
つ

け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
両
者
の
年
令
の
差
と
い
う
こ
と
も
関
係
が
あ
る
。
時
に
項
羽
は
二
十
七

歳
へ
　
こ
れ
に
対
し
て
流
公
は
四
十
t
歳
。
若
い
こ
ろ
か
ら
落
ち
つ
き
の
あ
る
、

思
慮
深
い
流
公
、
年
と
と
も
に
加
わ
っ
て
き
た
老
狗
さ
。
こ
の
老
扮
さ
に
'
項

羽
は
し
ば
し
ば
苦
汁
を
飲
ま
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
油
公
の
老
恰
さ

に
対
す
る
憎
し
み
、
い
ら
だ
た
し
さ
も
'
項
羽
に
は
あ
っ
た
ろ
う
。
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以
上
の
べ
た
よ
う
な
事
を
背
景
と
し
へ
間
接
的
に
は
此
の
た
だ
,
t
E
公
に
先
を

こ
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
項
羽
の
怖
公
に
対
す
る
怒
り
が
爆
発
し
た

も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
べ
た
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
段
は
理
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
'
そ
の
他
、
気
付
き
を
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
教
科
書
に
お
け
る
段
落

の
切
り
方
に
つ
い
て
。

そ
れ
は
'

項
羽
遂
入
至
干
戯
西
。
流
公
軍
覇
上
、
未
得
興
項
羽
相
見
。

流
公
左
司
馬
嘗
無
傷
使
人
言
於
項
羽
日
、

と
い
う
個
所
に
つ
い
て
で
あ
る
o
結
論
を
い
え
ば
、
「
流
公
軍
酎
上
、
未
得
興

項
羽
見
」
と
い
う
文
は
、
次
の
段
落
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
文
脈
は
、

流
公
が
秦
の
都
威
陽
を
破
っ
た
と
い
う
情
報
は
、
項
羽
を
い
た
-
怒
ら
せ
た
O

項
羽
は
す
ぐ
さ
ま
当
陽
君
ら
に
命
じ
て
函
谷
関
を
攻
撃
さ
せ
へ
余
勢
を
か
っ

て
間
中
に
入
り
、
戯
水
の
西
に
や
っ
て
き
た
。

さ
て
流
公
の
方
は
郡
上
に
陣
を
布
い
た
ま
ま
、
ま
だ
項
羽
に
会
え
ず
に
い

た
.
そ
の
よ
う
な
時
に
、
流
公
の
左
司
馬
習
無
偶
が
人
を
追
し
、
項
羽
に
次

の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
-
-

の
よ
う
に
続
い
て
ゆ
く
も
の
と
思
う
。
遷
の
気
持
ち
を
推
し
は
か
る
に
'
戯
西

に
軍
を
進
め
て
き
た
項
羽
に
対
し
て
'
一
方
へ
流
公
の
軍
は
t
と
い
う
も
の
で

あ
り
へ
　
そ
の
流
公
の
軍
に
あ
っ
た
習
無
傷
が
'
-
三
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
き

た
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
.
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
当
然
、
「
流
公
軍

覇
上
云
云
」
で
改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
訓
読
に
つ
い
て
l
亭
乙
ば
'

イ

エ

り

チ

ク

　

　

シ

　

ヲ

サ

ン

J

・

ス

ル

チ

　

ノ

チ

項
羽
大
怒
日
、
日
¥
m
饗
士
卒
'
為
撃
_
破
怖
公
軍
。
と
い
う
訓
み
は
、
中

二

　

　

　

1

　

　

1

1

　

　

　

二

E
E
古
典
退
「
史
記
」
の
よ
う
に
'

イ
ー
t
l
I
サ
ク
　
　
　
・
ン
　
　
チ
　
サ
ン
ト
　
　
　
ス
ル
ヲ
　
ノ
　
チ

巧
引
火
5
,
 
'
J
L
、
‖
;
r
-
;
>
^
士
羊
、
>
-
.
;
幣
-
i
i
/
t
P
V
i
r
r
l
-
0

〓

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

I

と
あ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
項
羽
が
大
い
に
怒
っ
て
'
部
下
の
将
軍
に0

「
明
日
部
隊
の
士
卒
た
ち
に
大
い
に
ふ
る
ま
っ
て
'
捕
公
の
軍
を
撃
破
し
て
く

o

o

o

o

o

れ
い
」
と
命
じ
た
わ
け
で
あ
る
0
　
「
　
　
旅
公
の
軍
を
撃
破
す
る
を
為
さ
ん
」

で
は
'
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
項
羽
の
語
気
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

○
廷
左
声
項
伯
者
、
項
羽
季
父
也
o
素
養
留
侯
張
艮
'
張
良
是
時
従
,
t
E
公
。
項

伯
乃
夜
馳
之
流
公
軍
へ
私
見
張
良
、
具
告
以
事
、
欲
呼
張
良
興
倶
去
。
日
、

「
母
従
倶
死
也
。
」
張
良
日
、
「
臣
為
韓
王
送
油
公
o
怖
公
今
事
有
急
へ
亡

去
不
義
。
不
可
不
語
。
」

良
乃
入
'
具
告
流
公
。
流
公
大
祭
日
、
「
為
之
奈
何
。
」
張
艮
日
、
「
誰
為
大
王

為
此
計
者
。
」
日
丁
師
生
説
我
日
'
『
距
関
母
内
諸
侯
'
窮
地
可
轟
王
也
。
」
放

聴
之
o
」
長
日
、
「
料
大
王
士
卒
。
足
以
当
項
王
乎
o
」
怖
公
黙
然
0
日
'
「
固

不
如
也
。
且
為
之
奈
何
。
」
張
長
日
、
「
請
、
往
謂
項
伯
、
言
柿
公
不
敢
背
項

王
也
o
」
流
公
日
、
「
君
安
興
項
伯
有
故
。
」
張
良
日
'
「
零
時
興
臣
遊
。
項
伯

殺
人
、
臣
活
之
。
今
事
有
急
。
故
事
来
告
良
o
」
流
公
日
丁
勃
興
君
少
長
。
」

良
日
、
「
長
於
臣
。
」
流
公
日
、
「
君
為
我
呼
人
。
吾
得
兄
事
之
。
」

張
良
出
'
要
項
伯
。
項
伯
即
人
見
,
t
E
公
.
流
公
奉
屈
酒
為
寿
、
約
為
婚
姻
日
、

「
吾
入
関
、
秋
葛
不
敢
有
所
近
。
籍
吏
民
へ
封
府
庫
、
而
待
将
軍
o
所
以
退

将
守
関
者
、
備
他
盗
之
出
入
興
非
常
也
。
日
夜
望
将
軍
至
。
岩
敢
反
乎
O
原

伯
只
言
臣
之
不
敢
倍
徳
也
。
」
項
伯
許
諾
、
謂
怖
公
日
、
「
旦
日
不
可
不
蛋
白

来
謝
項
王
.
」
流
公
日
'
「
諾
。
」

於
是
へ
項
伯
複
夜
去
、
至
軍
中
、
具
以
流
公
言
へ
報
項
王
.
囚
言
日
、
「
流

公
不
先
破
関
中
、
公
達
故
人
平
。
今
人
有
大
功
.
而
撃
之
へ
不
義
也
。
不
如
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因
善
退
之
。
」
項
王
許
諾
。

こ
の
部
類
に
お
い
て
は
、
危
険
が
迫
っ
た
場
合
に
お
け
る
怖
公
の
態
度
に
焦
点

を
合
わ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
身
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
は
、
手
段
を
選
ば
な
い

,
t
E
公
は
'
項
伯
に
対
し
て
徹
底
的
に
低
姿
勢
と
な
り
へ
ま
た
部
下
に
対
し
て
も

虚
勢
を
は
る
こ
と
な
く
援
助
を
求
め
る
0
そ
れ
は
気
位
の
高
さ
の
た
め
に
孤
立

し
、
そ
う
し
て
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
項
羽
と
は
対
照
的
な
点
で
あ
り
'
結
果
的

に
は
そ
れ
が
'
天
下
を
わ
が
も
の
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
大
き
な
原
因
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
流
公
の
性
格
は
、
具
体
的
に
は
此
の
段
の
、
張

良
に
対
す
る
、
ま
た
項
伯
に
対
す
る
言
柴
に
現
わ
れ
て
い
る
o

ま
ず
張
良
に
対
し
て
は
、
彼
が
蛭
の
左
芦
項
伯
が
も
た
ら
し
た
整
形
の
情
報

を
流
公
に
告
げ
る
と
、
.
t
E
公
は
'

°

o

o

o

o

大
驚
日
、
為
之
奈
体
何
。

「
ど
う
し
た
ら
.
よ
か
ろ
う
か
」
と
依
り
か
か
る
。
さ
ら
に
ま
た
張
良
が
'
「
大

王
の
士
卒
を
料
る
に
、
以
て
項
王
に
当
た
る
に
足
る
か
」
と
た
ず
ね
る
と
'
流

公
は
し
ば
ら
く
黙
し
て
い
た
が
'

O

O

O

O

固
不
如
也
。
且
為
之
奈
何
。

と
言
う
。
こ
の
「
為
之
奈
何
」
　
(
ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
)
と
い
う
こ
と
ば

に
'
怖
公
の
性
格
を
見
て
、
そ
の
よ
う
な
、
t
見
う
ろ
た
え
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
怖
公
の
態
度
'
実
は
そ
の
う
ら
に
、
周
囲
の
人
々
の
知
恵
を
完
全
に
吸
収

し
利
用
し
ょ
う
と
す
る
流
公
の
計
算
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
'
そ
の
よ
う

な
流
公
の
態
度
を
、
こ
の
段
を
買
く
大
き
な
筋
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

「
為
之
奈
何
」
と
い
う
こ
と
ば
は
'
「
項
羽
本
紀
」
に
お
い
て
'
こ
の
他
に

な
お
二
例
み
え
る
.
す
な
わ
ち
項
羽
の
宴
坐
に
お
い
て
、
流
公
が
別
に
立
つ
と

み
せ
て
危
機
を
脱
す
る
場
面
で
'
契
噌
に
'

a

o

o

a

今
者
、
出
来
群
也
。
為
之
奈
何
。

「
さ
よ
な
ら
の
挨
拶
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
」
と
た

ず
ね
る
も
の
と
'
漢
の
五
年
、
項
羽
追
撃
に
う
つ
っ
た
流
公
は
'
約
束
し
て
い

た
韓
信
と
彩
越
の
即
が
集
ま
っ
て
求
な
か
っ
た
た
め
に
へ
逆
に
変
形
に
大
打
撃

を
被
る
が
'
そ
の
際
に
張
良
に
向
か
っ
て
'

o

o

o

o

諸
侠
不
従
約
'
為
之
茶
何
。

と
い
う
も
の
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
「
高
祖
本
紀
」
　
を
見
て

も
、
「
為
之
奈
何
」
と
い
う
こ
と
ば
を
柿
公
は
吐
い
て
い
な
い
。
「
項
羽
本

紀
」
の
流
公
だ
け
が
「
為
之
奈
何
」
を
連
発
し
て
張
艮
や
契
噌
に
依
り
か
か
っ

て
い
る
の
は
、
や
は
り
司
馬
遷
の
、
そ
の
よ
う
な
面
の
全
く
み
ら
れ
な
い
項
羽

と
対
照
的
に
柿
公
を
描
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
項
羽
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に

し
よ
う
と
い
う
試
み
に
は
か
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
司
馬
遷
の
意
図
を
、

「
為
之
奈
何
」
と
い
う
怖
公
の
こ
と
ば
に
読
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
o

次
に
、
項
伯
に
対
す
る
抑
公
の
低
姿
勢
ぶ
り
に
つ
い
て
O
張
良
か
ら
項
伯
の

伝
え
て
き
た
話
を
き
か
さ
れ
た
流
公
は
'
項
伯
に
「
兄
事
」
し
、
「
婚
脚
を
為

す
を
的
」
L
t
自
ら
を
「
臣
」
と
称
し
て
、

0　0
不
敢
有
所
近

0　0
岩
敢
反
乎

0
0

不
敢
倍
徳
也

・

f

w

の
ピ
と
-
'
本
釆
「
近
づ
け
る
こ
と
」
「
反
す
る
こ
と
」
ま
た
「
徳
に
倍
く
こ
と
」

の
許
さ
れ
な
い
身
分
へ
　
立
場
に
'
自
分
は
あ
る
も
の
と
し
て
'
項
羽
を
出
し
ぬ

く
意
図
の
仝
-
無
か
っ
た
こ
と
を
力
説
し
、
そ
れ
を
項
羽
に
伝
え
て
く
れ
る
よ

う
に
'
項
伯
に
頼
み
こ
む
.
こ
の
よ
う
な
流
公
の
低
姿
勢
ぶ
り
を
、
さ
き

の
、
部
下
で
あ
る
張
良
ら
に
対
す
る
「
為
之
奈
何
」
と
い
う
こ
と
ば
と
と
も

に
'
こ
の
段
で
は
中
心
に
計
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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な
お
流
公
の
弁
解
の
こ
と
ば
の
中
の
'

所
以
遺
将
守
間
者
へ
借
地
盗
之
出
入
興
非
常
也
。

と
い
う
事
に
つ
い
て
で
あ
る
が
'
こ
れ
が
明
ら
か
に
言
い
の
が
れ
の
た
め
の
嘘

で
あ
る
こ
と
は
'
後
に
'
張
良
の
「
誰
か
大
王
の
為
に
此
の
計
を
為
す
者
ぞ
。
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
'
「
師
生
我
に
説
き
て
日
く
、
『
関
を
距
ぎ
て
諸
傍
を

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

る

内
る
る
母
-
ん
ば
、
秦
の
地
轟
く
王
た
る
可
き
な
り
』
。
故
に
之
を
聴
せ
り
。
」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
「
高
祖
本
紀
」

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

或
説
流
公
日
「
秦
富
十
倍
天
下
へ
地
形
匠
.
今
聞
章
耶
降
項
羽
.
項
羽
乃
号

為
推
王
王
間
中
。
今
別
乗
へ
柿
公
恐
不
得
有
此
。
可
急
使
兵
守
函
谷
関
へ
知

内
諸
伐
叩
O
柑
徴
間
中
兵
、
以
自
益
距
之
。
」
怖
公
然
其
計
従
之
.

こ
の
よ
う
に
流
公
は
、
諸
侯
の
軍
を
関
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
へ

兵
に
函
谷
関
を
守
ら
せ
た
の
で
あ
る
O
そ
れ
は
流
公
が
'
参
謀
の
張
良
に
相
談

も
し
な
い
で
、
こ
の
た
び
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
こ
と
を
考
え
も
せ
ず
に
聴
き

ヽ

　

ヽ

入
れ
た
計
略
で
あ
っ
た
o
　
こ
の
あ
た
り
は
、
咽
畦
の
場
合
に
は
ぼ
ろ
を
出
し
て

し
ま
う
流
公
の
粗
雑
な
t
面
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
0
　
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て

み
れ
ば
、
危
険
が
迫
っ
た
際
の
流
公
の
「
為
之
奈
何
」
に
つ
い
て
へ
さ
き
に

「
周
囲
の
人
々
の
知
恵
を
完
全
に
吸
収
し
利
用
し
ょ
う
と
す
る
旅
公
の
計
算

か
」
と
い
t
つ
た
が
'
実
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
此
の
段
に
は
、
よ
く
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
延
の

0　0

左
声
、
項
羽
の
伯
父
(
本
文
に
は
季
父
と
あ
る
が
、
す
で
に
項
羽
本
紀
の
冒
頭

o

o

o

o

に
お
い
て
'
『
其
季
父
項
梁
』
と
あ
る
の
で
、
項
伯
は
多
分
、
伯
父
で
あ
ろ
う

と
思
う
)
で
あ
る
項
伯
の
行
動
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
項
羽
の
髄
心
度
に
つ
い
て

で
あ
る
o
す
な
わ
ち
項
伯
は
、
夜
ひ
そ
か
に
流
公
の
軍
に
行
き
'
か
つ
て
の
恩

人
で
あ
る
張
良
に
、
項
羽
が
明
朝
、
流
公
の
軍
に
攻
撃
を
か
け
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
告
げ
、
1
緒
に
逃
げ
よ
う
と
さ
そ
う
が
、
「
亡
げ
去
る
は
不
義
な

り
'
告
げ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
張
良
の
た
め
に
汗
公
の
前
に
連
れ
て
ゆ

か
れ
る
.
そ
こ
で
流
公
に
、
項
羽
と
の
仲
を
と
り
も
つ
こ
と
を
懇
願
さ
れ
、
そ

の
足
で
複
た
延
の
問
に
帰
り
へ
項
羽
に
,
t
E
公
の
言
を
告
げ
る
、
と
い
う
-
だ
り

で
あ
る
0
自
軍
の
機
密
を
桐
ら
し
て
お
い
て
、
ぬ
け
ぬ
け
と
軍
中
に
帰
り
、
し

か
も
項
羽
に
流
公
の
言
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
'
い
っ
た
い
ど
う
し
て
で
き

た
の
か
O
ま
こ
と
に
不
可
解
な
詔
で
あ
る
.
当
然
へ
軍
機
漏
洩
の
か
ど
で
死
罪
は

免
れ
ぬ
場
面
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
清
人
梁
玉
縄
が
'

項
伯
之
招
子
房
へ
非
奉
羽
之
命
也
.
何
以
言
報
.
且
和
良
会
派
'
伯
負
潟
的

之
流
罪
へ
尚
能
告
羽
平
。
使
羽
詰
日
「
公
安
興
流
公
語
へ
」
則
伯
相
異
対
O

山Jziir̂
謂信iTJ

と
述
べ
て
い
る
が
、
司
馬
遷
は
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
し
記
録
し
　
A

た
の
か
。
あ
る
い
は
伯
父
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
行
動
と
ら
れ
て
　
7
1

も
、
強
い
こ
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
あ
ま
　
-

り
に
事
は
重
大
で
あ
る
。

○
流
公
旦
日
従
百
碑
騎
'
来
見
項
王
、
至
関
門
'
謝
日
、
「
臣
興
将
軍
教
力
而
改

築
。
将
軍
戦
河
北
へ
臣
戦
河
南
O
然
不
日
意
'
能
先
入
開
披
琴
得
復
見
将
.

軍
於
此
.
今
者
、
有
小
人
之
言
、
令
将
鞘
興
臣
有
郡
o
」
項
王
日
'
「
此
流
公

左
司
馬
嘗
無
傷
言
之
。
不
然
'
籍
何
以
至
此
O
」

項
王
即
日
因
田
怖
公
興
飲
。
項
王
・
項
伯
東
樫
坐
、
亜
父
両
群
坐
。
亜
父
老
、

氾
増
也
。
流
公
比
榔
坐
ー
張
艮
西
村
侍
。
氾
増
数
日
項
王
へ
挙
所
凧
玉
均
へ
以

示
之
者
三
。
項
王
黙
然
不
応
。
氾
増
起
、
出
召
項
荘
、
謂
日
'
「
君
王
為
人
不

忍
.
若
人
前
為
寿
.
寿
畢
請
以
剣
舞
'
閃
撃
沈
公
於
坐
殺
之
。
不
老
へ
君
属

潜
且
為
所
虜
o
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荘
別
人
為
寿
。
寿
畢
日
'
「
君
王
興
柿
公
飲
O
軍
中
細
以
為
楽
.
請
以
剣
舞
.
」

項
三
日
、
「
諾
。
」
項
荘
抜
剣
起
舞
o
項
伯
亦
抜
剣
起
舞
、
常
以
身
巽
蔽
流

公
。
荘
不
得
撃
。

こ
こ
に
は
「
沌
門
の
会
」
の
や
ま
場
が
用
意
さ
れ
て
い
る
O
　
「
臣
」
と
い
う
こ
と

ば
を
連
発
し
て
、
相
い
変
わ
ら
ず
の
低
姿
勢
を
と
る
流
公
。
前
夜
、
流
公
に
優

待
さ
れ
て
流
公
に
傾
い
て
し
ま
っ
て
い
る
項
伯
。
そ
の
項
伯
に
上
手
に
ま
る
め

こ
ま
れ
て
、
そ
れ
ま
で
烈
火
の
ど
と
-
燃
え
さ
か
っ
て
い
た
流
公
に
対
す
る
怒

り
の
衰
え
た
項
羽
。
そ
の
よ
う
な
項
羽
に
宙
が
み
し
て
く
や
し
が
る
氾
増
。
こ

れ
ら
の
人
物
の
か
ら
み
あ
い
の
う
ち
に
謡
は
す
す
ん
で
ゆ
く
.
そ
の
中
で
、
氾

増
の
、
項
羽
に
対
す
る
身
心
両
面
の
動
き
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

粟
粒
し
て
坐
し
た
項
羽
の
左
手
に
雨
脚
し
て
坐
し
た
氾
増
は
'
自
分
の
正
面

に
坐
し
て
い
る
流
公
を
に
ら
み
つ
け
な
が
ら
へ

数
日
項
王
、
挙
所
臓
玉
挟
、
以
示
之
三
。

や

「
は
や
く
枚
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
敗
皮
も
項
羽
に
目
く
ぼ
せ
し
'
腰

の
玉
珠
を
挙
げ
て
は
そ
の
決
断
を
う
な
が
す
。
し
か
し
項
羽
は
t

m
小
4
'
;
不
応

あ
れ
だ
け
言
っ
て
お
い
た
の
に
'
何
を
今
さ
ら
-
-
と
'
に
え
き
ら
な
い
項

羽
の
態
度
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
活
増
は
'
坐
を
立
っ
て
次
の
手
段
を
講
ず

る
.
す
な
わ
ち
坐
を
は
ず
し
た
氾
増
は
、
項
羽
の
い
と
こ
の
項
荘
を
召
し
て
、

「
流
公
を
殺
せ
。
も
し
仕
損
じ
た
ら
、
お
前
ら
一
族
は
流
公
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
う
ぞ
」
と
言
い
ふ
く
め
る
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
場
面
は
へ
　
こ
の

「
掲
門
の
会
」
に
お
け
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
O
剣
の
舞
い
を
舞
い
な
が

ら
、
流
公
を
殺
す
機
会
を
う
か
が
う
項
荘
O
そ
れ
を
じ
っ
と
見
守
る
氾
増
。
そ

れ
と
気
付
い
た
は
ず
の
項
羽
の
気
持
ち
は
-
-
.
ま
た
氾
増
を
t
目
見
た
時
か

ら
、
ね
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
直
感
し
、
そ
う
し
て
そ
れ
が
事
実
と
な
り
、
今

や
姐
の
上
の
魚
同
然
の
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
流
公
の
心
中
は
。
こ
の
ま
ま
時

が
た
て
ば
'
血
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
項
荘
の
剣
に
倒
れ
る
流
公
の
姿
が
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
'
歴
史
を
書
き
か
え
さ
せ
る
べ

-
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
今
日
見
る
よ
う
な
歴
史
と
す
べ
-
'
一
人
の
男
が
現

わ
れ
る
。
そ
れ
は
柿
公
に
ま
る
め
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
項
伯
で
あ
る
。
　
-

「
項
伯
亦
抜
剣
起
舞
へ
常
以
身
果
敢
流
公
。
」
そ
の
た
め
に
項
荘
は
、
ど

う
し
て
も
流
公
を
撃
つ
こ
と
が
で
き
な
い
.
そ
の
状
態
は
な
お
も
つ
づ
き
'
緊

張
し
た
時
が
刻
一
刻
と
過
ぎ
る
.
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
'
ど
う
し
て
も
流
公

は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
0
　
い
か
に
項
伯
が
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
は
1
人
、

氾
増
も
い
つ
ま
で
も
こ
の
状
態
の
ま
ま
で
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
.
必
ず
,
t
E
公

は
殺
さ
れ
る
.
1
そ
ば
で
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
様
子
を
見
ま
も
っ
て
い
た
張

良
は
、
(
も
し
自
分
が
そ
の
場
に
と
び
出
し
て
い
っ
た
ら
、
そ
の
場
の
空
気

を
、
流
公
を
殺
す
方
向
に
向
け
て
し
ま
う
こ
と
を
、
張
良
は
知
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
)
皆
の
注
意
が
'
項
荘
'
項
伯
、
そ
れ
か
ら
流
公
の
止
に
あ
る
の
を
幸

い
に
、
そ
こ
を
そ
っ
と
ぬ
け
出
し
'
軍
門
で
主
人
の
安
否
を
気
迫
っ
て
い
る

は
ず
の
契
噌
に
助
け
を
求
め
に
行
-
の
で
あ
る
。

こ
の
段
で
注
意
す
べ
き
点
は
'
項
羽
の
性
格
'
す
な
わ
ち
泊
増
が
項
荘
に
言

っ
た
「
君
王
為
人
不
忍
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
い
に
怒
る
」
項

羽
の
持
つ
、
も
う
一
つ
の
性
格
で
あ
る
o
　
「
怒
る
と
'
ど
ん
な
に
残
酷
な
こ
と

で
も
平
気
で
や
っ
て
し
ま
う
項
羽
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
に
「
人
と
な
り

忍
び
ず
」
　
つ
ま
り
人
な
み
す
ぎ
て
惜
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
.

項
羽
の
性
格
に
つ
い
て
、
椅
信
が
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。
信
が
流
公

の
前
で
、
か
つ
て
の
主
人
項
羽
の
人
が
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
場
面
で
あ
る
。

信
日
「
大
王
自
料
'
勇
惇
仁
裏
、
勃
興
項
王
O
」
漠
王
黙
然
艮
久
、
日
「
不

如
也
。
」
信
再
拝
賀
日
「
惟
信
亦
為
大
王
不
如
也
。
然
臣
嘗
事
之
。
請
言
項
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王
之
為
人
也
。
項
王
暗
唖
叱
花
。
千
人
皆
廃
O
然
不
能
任
属
賢
将
。
此
特
匹

蝣

^

K

a

^

K

*

夫
之
勇
耳
。
項
王
見
入
、
恭
敬
慈
愛
へ
言
語
暗
唱
.
人
有
疾
病
'
沸
泣
分
会

o

o

o

o

飲
o
至
便
人
有
功
当
封
爵
者
、
印
t
g
弊
'
刃
心
不
能
予
o
此
所
謂
婦
人
之
仁

也
。
(
酢
陰
佼
列
伝
)

つ
ま
り
斡
信
は
'
「
匹
夫
之
勇
」
と
「
婦
人
之
仁
」
の
持
ち
主
と
、
項
羽
を
評

し
て
い
る
o
　
こ
の
信
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
へ
　
こ
の
際
ど
う
し
て
も
,
t
E
公
を
殺

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
荘
増
の
進
i
l
n
n
を
拒
否
し
た
の
は
'
こ
の
「
婦
人
の

仁
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
o
そ
う
し
て
こ
の
「
婦
人
の
仁
」
、
荘
増
の
言

に
よ
れ
ば
「
忍
び
ざ
る
」
性
格
は
'
人
間
の
心
と
し
て
は
美
し
い
も
の
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
へ
酎
者
の
心
に
は
不
要
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
あ
る
故
に
、
項
羽

は
訂
業
を
成
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
司
馬
遷
は
、
そ
の
よ
う
な
項
羽
の
性
格
と
対
照
的
に
、
,
t
E
公
の
非

情
な
性
格
と
行
動
を
、
「
項
羽
本
紀
」
の
別
の
場
所
で
は
描
い
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
廷
軍
に
放
れ
た
流
公
が
、
わ
ず
か
の
手
勢
を
つ
れ
逃
れ
る
途
中
へ

淡
王
道
逢
得
孝
恵
・
昏
元
へ
　
乃
載
行
.
廷
騎
迫
撲
王
。
淡
王
急
、
推
堕
孝

恵
・
昏
元
寮
下
。
隙
公
常
下
収
載
之
O
如
是
者
三
。
日
「
離
急
不
可
以
駆
o

奈
何
棄
之
。
」
於
是
逐
得
購
。

わ
が
身
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
、
実
の
子
供
を
車
か
ら
三
度
も
突
き
落
と
す
。

さ
ら
に
ま
た
「
項
羽
本
紀
」
に
、
項
羽
が
か
ね
て
捕
え
て
軍
中
に
お
い
て
い

た
流
公
の
父
大
公
を
姐
の
上
に
の
せ
て
'
対
噂
し
て
い
る
流
公
の
軍
の
前
に
引

M
,

き
出
し
、
「
今
急
ぎ
下
ら
ず
ん
ば
'
吾
大
公
を
琵
ん
」
と
言
う
と
'
流
公
は
、

吾
興
項
羽
倶
北
面
'
受
命
懐
王
。
日
「
約
為
兄
弟
。
吾
翁
即
宕
鈴
。
必
欲
烹

而
翁
、
別
事
分
我
一
括
買
.
」

と
答
え
た
。
怒
っ
た
項
王
は
大
公
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
ま
た
も
や
項
伯

む
さ

の
「
天
下
の
事
は
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
且
つ
天
下
を
為
め
ん
と
す
る
者
は
家

1

を
顧
り
み
ず
O
之
を
殺
す
と
雑
も
益
な
し
O
敵
だ
桐
を
益
す
の
み
。
」
と
い
う

こ
と
ば
に
よ
っ
て
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
情
に
も
ろ
い
英
雄
項
羽
に
対
す
る
、
血
も
涙
も
な
い
非
情
な

怖
公
へ
こ
の
極
端
な
対
置
に
も
、
項
羽
の
性
格
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
司
馬

遷
の
意
図
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

○
於
是
'
張
艮
至
軍
門
見
舞
噌
。
焚
噌
日
'
「
今
日
之
事
何
如
。
」
良
日
、
「
甚

急
。
今
者
'
項
荘
抜
剣
舞
。
其
意
常
在
柿
公
也
。
」
噌
日
'
「
此
迫
実
O
臣
請
A

興
之
同
命
。
」
噌
即
帯
剣
'
擁
盾
入
軍
門
。
交
戟
之
衛
士
、
欲
止
不
内
。
契
噌

側
其
盾
'
以
隅
桁
士
什
地
。
噌
送
入
、
披
惟
酉
樹
立
へ
供
目
視
項
王
.
頭
髪

上
指
、
日
批
表
裂
。
項
王
抜
剣
而
脱
臼
'
「
客
何
為
者
o
」
張
良
日
、
「
流
公
之

参
乗
焚
噌
者
也
o
」
項
王
日
、
「
壮
士
O
賜
之
屈
酒
。
」
則
興
斗
眉
栖
o
噌
拝

謝
起
'
立
而
飲
之
.
項
王
日
、
「
賜
之
虎
肩
。
」
則
興
一
生
虎
肩
。
焚
噌
覆
其

盾
於
地
'
加
重
屑
上
、
抜
剣
切
而
唱
之
。
項
王
日
、
「
壮
士
、
能
覆
飲
乎
.
」

契
噌
日
'
「
臣
死
且
不
避
。
肩
酒
安
足
辞
。
夫
秦
王
有
虎
狼
之
心
.
殺
人
如
不

能
挙
、
刑
人
如
恐
不
勝
。
天
下
皆
叛
之
。
懐
王
興
諸
将
約
日
、
『
先
破
秦
入
威

陽
者
王
之
』
今
へ
流
公
先
破
棄
'
入
成
陽
o
転
宅
不
敢
有
所
近
。
封
関
宮

室
'
還
軍
郡
上
、
以
待
大
王
来
o
故
迫
将
守
関
者
へ
仰
他
盗
出
入
興
非
常

也
。
労
苦
而
功
高
如
此
。
未
有
封
俣
之
賞
。
而
聴
細
説
、
欲
訣
有
功
之
人
。

此
亡
秦
之
続
耳
。
窮
為
大
王
不
取
也
。
」
項
王
未
有
以
応
。
日
、
「
坐
o
」

こ
の
段
落
で
は
'
肺
公
の
臣
契
噌
と
項
王
と
の
対
面
が
中
心
と
な
る
O

ま
ず
張
良
が
「
項
荘
剣
を
抜
き
て
起
ち
て
琴
っ
。
項
伯
も
亦
た
側
を
抜
き
て

起
ち
て
舞
い
'
常
は
身
を
以
て
柿
公
を
異
赦
す
.
荘
は
撃
つ
こ
と
を
得
ず
o
」

と
い
う
状
態
を
目
の
前
に
し
て
じ
っ
と
し
て
お
れ
ず
、
流
公
の
供
を
し
て
来
た

百
駿
騎
の
兵
と
と
も
に
軍
門
に
と
ど
め
ら
れ
、
今
朝
ほ
ど
か
ら
の
事
の
次
第
を
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心
配
し
て
い
る
契
噌
の
と
こ
ろ
に
'
ど
う
に
か
し
な
れ
ば
、
と
い
う
切
羽
つ
ま

っ
た
気
持
ち
で
会
い
に
行
-
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
司
馬
遷
は
、
「
甚
だ
急
な

り
0
今
へ
項
荘
剣
を
抜
い
て
舞
う
.
其
の
志
は
常
に
流
公
に
在
る
な
り
。
」
と

い
う
張
良
の
報
告
を
聞
い
て
'
主
君
流
公
の
側
に
か
け
つ
け
る
焚
噂
の
様
子
を

見
事
に
描
写
し
て
い
る
。

中
に
入
れ
ま
い
と
す
る
交
戟
の
衛
士
を
、
そ
の
盾
で
措
き
什
し
、
そ
の
ま
ま

ロ

^

K

X

3

軍
甲
を
か
け
ぬ
け
て
'
目
指
す
宴
坐
の
惟
を
扱
げ
て
西
榔
し
て
立
つ
.
「
西

郷
」
と
は
、
項
王
を
真
正
面
に
見
る
付
置
。
そ
こ
で
怒
り
の
形
相
も
の
す
ご
く

項
王
を
に
ら
み
つ
け
る
焚
噌
。
-
　
頭
髪
上
指
、
目
耽
読
裂
I
o
そ
れ
に
対
し

て
項
王
は
、
剣
を
脱
じ
て
批
し
て
「
客
何
為
老
」
と
言
う
。
「
客
何
為
老
」
と

は
勿
論
「
お
ま
え
は
何
者
だ
」
で
あ
っ
て
「
お
ま
え
は
誰
か
」
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。
不
意
に
壮
士
に
と
び
込
ま
れ
て
項
王
は
、
そ
れ
で
も
'
と
っ
さ
に
刀

の
柄
に
手
を
か
け
て
、
片
ひ
ざ
立
て
た
抜
き
打
ち
の
か
ま
え
で
こ
う
言
っ
た
の

で
あ
る
O
　
(
だ
か
ら
当
然
へ
項
王
を
ふ
く
め
て
此
の
坐
の
人
々
は
、
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
坐
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
)
も
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
し
ば

ら
く
で
も
つ
づ
い
て
お
れ
ば
、
二
人
の
問
に
'
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事
態

が
生
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
の
時
、
焚
噌
の
後
を
追
っ
て
来
て
い

た
張
良
が
'
に
ら
み
合
う
二
人
の
間
に
は
い
っ
て
契
噂
を
紹
介
す
る
。

こ
の
部
分
は
契
噌
の
列
伝
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

時
独
流
公
興
張
待
人
坐
。
焚
噌
在
営
外
。
聞
事
急
、
乃
持
鉄
盾
入
到
営
。
営

街
止
噌
。
噌
直
積
入
、
立
帳
下
。
項
羽
目
之
へ
問
為
誰
。
張
良
日
「
-
-

主
人
流
公
と
張
良
だ
け
が
中
に
入
れ
ら
れ
、
営
外
で
事
の
成
り
行
き
を
心
配
し

て
い
た
噌
が
'
放
た
れ
た
矢
の
よ
う
に
'
項
羽
の
軍
営
を
突
切
る
描
写
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
「
項
羽
本
紀
」
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
列
伝
で

は
'
本
紀
で
「
客
何
為
者
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
「
問
為
誰
」
と
な
っ
て
い

る
。
「
誰
だ
」
と
「
何
者
だ
」
と
は
'
私
の
主
軸
的
な
判
断
か
も
し
れ
な
い

が
(
「
何
者
だ
」
の
方
が
'
項
羽
の
ロ
か
ら
へ
と
っ
さ
に
出
た
こ
と
ば
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
段
の
も
う
一
つ
の
要
点
は
、
焚
噌
に
、
筋
の
通
ら
ぬ
そ
の
行
動
を
追
及

さ
れ
て
、
何
と
も
返
答
が
で
き
ず
、
た
だ
「
坐
」
と
だ
け
言
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
こ
の
部
分
も
焚
噌
の
列
伝
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
o

「
且
流
公
先
入
定
成
陽
、
基
師
図
上
へ
以
待
大
王
O
大
王
今
日
至
へ
聴
小
人

°
0
0
0

之
言
、
興
派
公
有
附
.
臣
恐
天
下
解
、
心
疑
大
王
也
。
」
項
羽
黙
然
.

す
で
に
「
項
羽
本
紀
」
で
述
べ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
'
叙
述
は
い
た
っ
て
簡

単
で
あ
る
。

要
す
る
に
'
懐
王
が
諸
将
と
交
し
た
約
束
、
そ
れ
に
成
陽
を
定
め
た
後
の
流

公
の
態
度
、
行
動
を
並
べ
た
て
、
そ
れ
ら
を
全
て
無
視
し
、
小
人
の
言
を
聴
い

て
'
流
公
を
訣
対
し
よ
う
と
す
る
項
羽
の
行
動
を
'
筋
道
た
て
て
責
め
た
て
る

契
噌
の
弁
論
に
'
項
羽
と
し
て
は
三
口
の
返
す
こ
と
ば
も
無
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
こ
と
に
此
の
段
の
焚
噌
は
'
武
功
と
弁
論
と
を
兼
ね
揃
え
た
武
将
と
し

て
描
か
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
「
鼓
刀
屠
狗
」
(
契
噌
列
伝
)
の
面
影
は
'
ど

こ
に
も
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
司
馬
遷
は
此
の
日
の
契
噌
に
つ
い
て

i
f

「
是
の
R
R
J
噌
営
に
韓
入
し
、
項
羽
を
誰
託
す
る
こ
と
微
か
り
せ
ば
、
流
公
の

ほ
と
あ
q
・

事
幾
ん
ど
殆
う
し
」
(
焚
噌
列
伝
)
と
述
べ
て
い
首
o

O
契
噌
従
良
坐
o
坐
須
聖
油
公
起
如
図
0
因
招
焚
噌
_
出
。
摘
公
己
出
。
項
王
使

都
尉
陳
平
召
捕
公
.
流
公
日
、
「
今
者
へ
出
未
辞
也
。
為
之
奈
何
o
」
焚
曜

日
へ
「
大
行
不
顧
細
説
、
大
礼
不
群
小
誘
。
如
今
'
人
方
為
刀
組
、
我
為
魚

肉
。
何
辞
為
。
」
於
是
遂
去
。

乃
令
張
h
艮
瑠
謝
。
良
問
日
、
「
大
王
来
何
棟
。
」
日
、
「
我
持
白
壁
一
撃

74



欲
献
項
王
、
玉
斗
一
壁
欲
興
亜
父
'
曾
其
怨
へ
　
不
敢
献
。
公
為
我
献
之
o
」

張
長
日
、
「
謹
諾
。
」

当
是
時
'
項
王
軍
在
鵜
門
下
、
流
公
軍
在
薪
上
、
相
去
四
十
里
.
派
公
則
臣

卓
餌
、
脱
身
独
騎
、
興
契
噌
・
夏
侠
嬰
・
鞘
琵
・
紀
信
等
四
人
持
剣
盾
歩

走
'
従
紺
山
下
、
道
荘
陽
問
行
O
流
公
謂
張
良
日
、
「
従
此
道
至
吾
軍
へ
不

通
二
十
里
耳
。
皮
我
至
軍
中
、
公
乃
入
。
」

同
に
如
く
(
本
当
に
そ
の
た
め
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
)
　
つ
い
で
に
'
焚
噌
を

招
い
て
外
に
出
た
流
公
に
は
'
勿
論
へ
項
羽
の
宴
坐
に
帰
る
意
志
は
無
い
わ
け

で
あ
る
か
ら
'
な
か
な
か
帰
っ
て
来
な
い
。
な
か
な
か
帰
っ
て
来
な
い
捕
公

に
、
さ
す
が
に
不
審
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
へ
項
羽
は
陳
平
に
呼
び
に
や
ら
せ

た
.
そ
の
次
の
記
述
は
、
読
者
に
対
し
て
は
茶
だ
不
親
切
に
思
え
る
。
つ
ま
り

説
明
不
足
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

項
王
便
都
尉
陳
平
召
怖
公
。
怖
公
日
、
「
今
者
'
出
末
辞
也
.
為
之
奈
何
。
」

焚
噌
日
へ
　
「
・
・
・
-
」

流
公
は
焚
噌
に
む
か
っ
て
「
今
山
ず
る
に
未
だ
節
せ
ざ
る
な
り
。
之
を
為
す
こ

と
奈
何
ん
。
」
と
言
う
わ
け
で
あ
る
が
'
そ
の
た
め
に
は
'
そ
の
前
の
「
項
王

は
都
尉
陳
平
を
し
て
柿
公
を
召
さ
し
む
。
」
の
次
に
'
時
間
的
に
も
、
ま
た
内
容

的
に
も
'
大
き
な
省
略
が
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事

情
に
つ
い
て
想
像
を
た
く
ま
し
-
す
れ
ば
、
陳
平
は
後
に
項
羽
の
下
を
離
れ
て

流
公
の
側
に
付
き
、
宰
相
に
ま
で
出
世
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
へ
或
は
す
で
に

こ
の
あ
た
り
か
ら
'
柿
公
の
為
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
.
つ

ま
り
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
陳
平
の
そ
の
時
の
行
動
に
つ
い
て
は
二
言
も
触
れ
な

い
で
、
場
面
は
す
ぐ
に
流
公
と
焚
噌
と
の
対
話
に
移
る
。
司
馬
遷
は
、
ど
の
よ

う
な
意
図
の
も
と
に
こ
の
省
略
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
こ
こ
で
へ
　
「
関
門
の
会
」
に
お
け
る
、
怖
公
の
三
皮
目
の
「
為
之
奈

何
」
が
出
て
-
る
。
「
ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
」
　
-
　
流
公
お
得
意
の
ポ

ー
ズ
で
あ
る
。
そ
れ
に
乗
っ
て
焚
噌
は
、
ど
こ
か
で
聞
き
か
じ
っ
た
古
語
を
並

べ
て
へ
流
公
に
脱
出
を
す
す
め
る
0
　
-
1
「
大
行
不
顧
細
謹
、
大
礼
不
辞
小

誘
。
」
当
時
よ
く
ロ
に
さ
れ
て
い
た
文
句
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
'
人

を
殺
す
こ
と
し
か
能
が
無
く
、
も
ち
ろ
ん
古
物
を
読
ん
だ
こ
と
も
無
か
っ
た
で

あ
ろ
う
彼
と
し
て
は
、
精
1
杯
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
ろ
う
O

と
こ
ろ
で
此
の
段
で
は
'
時
間
差
妾
硯
と
で
も
言
う
べ
き
表
現
技
術
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

於
是
退
去

と
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
次
に
、
去
る
以
前
の
事
柄
が
'

乃
令
張
艮
餌
謝
・
・
・
-

と
述
べ
ら
れ
'
ま
た
、

従
甜
山
下
、
退
正
陽
問
行
O

と
記
し
な
が
ら
、
問
行
す
る
前
の
様
子
が
、

流
公
謂
張
艮
日
「
・
・
・
-

と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
遂
に
去
る
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
次
に
、
去
る
前
に
張
良
に
何

ま
り
謝
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
こ
と
を
述
べ
、
「
問
行
す
」
と
言
っ
て
お
き
な

が
ら
へ
　
そ
の
次
に
、
問
行
す
る
前
に
張
良
に
言
っ
た
流
公
の
こ
と
ば
を
記
す
司

馬
遷
は
'
そ
こ
に
'
読
者
に
与
え
る
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ

コ

&

m

o

o

o

o

o

も
ち
ろ
ん
司
馬
遷
が
'
「
是
に
於
て
遂
に
去
ら
ん
と
す
。
」
　
「
乃
ち
張
良
を

°

　

0

し
て
留
ま
り
謝
せ
し
む
。
」
そ
う
し
て
「
郡
山
の
下
よ
り
、
芯
陽
に
通
し
て
問
行

o

o

q

a

せ
ん
と
す
。
」
　
「
流
公
は
張
良
に
謂
い
て
日
-
　
。
」
と
い
う
つ
も
り
で
容
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い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
時
間
的
に
つ
じ
っ
ま
は
令
っ
。
し
か
し
司
馬
遷
の
つ
も

り
は
'
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
O
選
は
'

○
焚
噌
に
す
す
め
ら
れ
て
、
脱
出
を
決
意
す
る
場

○
東
良
に
、
項
羽
と
だ
増
へ
の
出
物
を
位
相
す
る
場

○
脱
出
の
場

○
張
良
に
脱
出
後
の
処
置
に
つ
い
て
念
を
押
す
場

と
'
場
面
を
短
か
く
、
次
々
と
つ
な
い
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
刻
を
争
っ

緊
迫
感
を
表
わ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
こ
れ
ら
の
場
面
を
'

時
間
の
経
過
に
し
た
が
っ
て
述
べ
て
ゆ
く
と
す
る
と
'
そ
れ
は
必
ず
問
の
び
の

し
た
'
し
ま
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
と
も
う
1
つ
考
え
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
後
に
残
さ
れ
た
張
良
の
立
場
で
あ
る
。
流
公
は
、
今
朝
が
た
従
え
て
来
た

百
態
駒
の
従
者
と
強
良
と
を
残
し
て
、
契
噌
'
夏
侯
嬰
、
斯
道
へ
紀
信
ら
四
人
と

間
道
を
脱
出
し
て
行
-
の
で
あ
る
が
'
残
さ
れ
た
老
た
ち
を
待
ち
う
け
て
い
る

の
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
流
公
脱
出
で
頭
に
き
た
項
羽
の
殺
教
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
気
に
く
わ
ぬ
こ
と
が
少
し
で
も
あ
る
と
'
青

天
の
霞
韻
の
ど
と
-
怒
り
だ
す
項
羽
は
'
た
と
え
項
伯
が
い
た
と
し
て
も
'
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
流
公
の
身
代
り
と
し
て
、
少
く

と
も
無
事
に
は
帰
れ
ぬ
こ
と
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
o
し
た

が
っ
て
張
良
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
を
き
め
た
う
え
で
の
「
謹
み
て

話
す
.
」
で
あ
り
、
残
留
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
覚
悟
の
な
か
で
、
張
良
は

流
公
か
ら
託
さ
れ
た
事
後
処
理
と
、
流
公
が
覇
上
の
軍
中
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
か
せ
ぎ
と
を
'
冷
静
か
つ
着
実
に
果
た
す
の
で
あ
る
。
「
此
れ
迫
れ
り
。
臣

請
う
、
入
り
て
之
と
命
を
同
じ
く
せ
ん
」
と
叫
ん
で
、
営
中
に
と
び
込
ん
で
い

っ
た
契
噌
、
国
難
な
役
目
を
引
き
受
け
て
見
事
に
そ
れ
を
果
た
す
張
良
。
流
公

の
下
に
は
、
粍
公
の
た
め
な
ら
身
命
を
概
し
て
働
く
人
物
が
多
-
い
た
O
捕
公

に
従
っ
て
脱
出
し
た
夏
伐
嬰
は
、
油
公
の
忠
実
な
御
者
.
紀
信
は
後
に
流
公
の

身
代
り
と
な
っ
て
項
羽
に
殺
さ
れ
た
罰
将
で
あ
る
0
そ
の
よ
う
な
人
物
が
、
そ

の
側
に
あ
ま
り
目
に
つ
か
ぬ
項
羽
の
場
合
と
比
べ
て
み
て
'
流
公
に
は
、
人
の

心
を
つ
か
む
何
ら
か
の
力
が
備
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
司
馬
遷

は
、
流
公
が
次
の
天
下
を
握
る
能
力
の
持
主
で
あ
る
こ
と
を
'
項
羽
の
場
合
と

対
照
的
に
、
各
処
で
そ
れ
と
な
-
述
べ
て
い
る
。
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臣
良
奉
白
壁
一
堕
、
再
拝
献
大
王
足
下
.
玉
斗
1
壁
'
再
拝
奉
大
将
軍
足
下
。
」

.
項
王
日
、
「
流
公
安
在
。
」
良
日
、
「
閏
大
王
有
意
督
過
之
'
脱
身
独
去
。
己
至

軍
突
。
」
項
王
則
受
異
置
之
坐
上
.
煎
父
受
玉
斗
置
之
地
へ
抜
剣
措
而
破

之
日
'
「
境
へ
間
は
子
不
足
興
謀
.
奪
項
王
天
下
者
'
必
流
公
也
.
吾
属
今
為
之

蝣
g
ォ
K
-
J

流
公
至
軍
、
立
訣
殺
笥
無
傾
。

ま
ず
張
良
が
項
王
の
前
に
進
み
出
て
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
。
-
I
「
流
公
不
勝

栢
杓
、
不
能
辞
。
」
こ
れ
を
'
「
沌
公
は
ど
酒
に
弱
い
の
で
'
お
い
と
ま
ど
い

の
挨
拶
を
い
た
し
か
ね
ま
し
た
。
」
の
よ
う
に
'
す
で
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
生
別
提
に
し
て
の
言
柴
と
し
て
は
、
次
の
項
王
の
言
巽
　
-
　
「
潤
公
安

在
」
　
(
流
公
は
い
ず
れ
に
お
ら
れ
る
)
と
'
う
ま
く
つ
づ
か
な
い
よ
う
に
思

う
。
こ
こ
は
張
良
が
、
項
羽
の
気
持
ち
を
急
に
刺
激
す
る
こ
と
を
さ
け
よ
う
と

し
て
か
、
柿
公
が
巳
に
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
伏
せ
て
お
き
'
・

(
ど
う
せ
ば
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
)
　
「
流
公
は
ど
酒
に
弱
い
の
で
、
お
い
と

ま
ど
い
の
挨
拶
が
で
き
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え
私
に
-
-
」
と
い
う
気
持
ち
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
.
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
'
次
の
項
王
の
「
派
公
は
い
ず
れ
に

76



お
ら
れ
る
.
」
と
い
う
言
業
が
ぴ
っ
た
り
く
る
.
そ
う
問
わ
れ
て
仕
方
な
-
、

と
い
っ
て
も
予
定
通
り
の
こ
と
で
あ
る
が
'
～
「
聞
大
王
有
意
督
過
之
、
脱

身
独
去
o
己
至
軍
兵
。
」
と
い
う
、
張
艮
の
腹
を
す
え
て
の
返
事
が
出
て
-
る

の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
張
艮
の
近
事
を
聞
い
て
の
項
王
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
亜
父
の
態

度
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

囲
串
f
e
t
a
a
a
M
s
e
a
四
四
x

亜
父
受
玉
斗
'
置
之
地
、
抜
剣
撞
而
破
之
'

流
公
の
贈
物
の
憎
を
受
け
取
っ
て
坐
の
ほ
と
り
に
置
い
た
項
王
に
対
し
て
'
亜

父
は
、
さ
し
出
さ
れ
た
玉
斗
を
地
に
置
く
や
、
剣
を
抜
い
て
措
き
破
っ
て
し
ま

う
。
項
王
に
は
、
ま
だ
流
公
に
謀
ら
れ
た
こ
と
が
へ
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
流
公
を
逃
が
し
た
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
気
が
つ
か
な

い
O
し
か
し
亜
父
に
は
'
今
日
流
公
を
見
す
み
す
逃
が
し
た
こ
と
が
、
将
来
ど

ん
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
'
わ
か
り
す
ぎ
る
ほ
ど
わ
か

っ
て
い
た
の
で
あ
る
.
す
で
に
函
谷
関
を
突
破
し
て
鵜
門
に
着
い
た
時
に
、
項

羽
に
「
吾
人
を
し
て
其
の
気
を
望
ま
し
む
る
に
'
皆
な
悶
虎
を
為
し
'
五
釆
を

成
す
。
此
れ
大
子
の
気
な
り
。
急
ぎ
撃
ち
て
失
う
こ
と
と
勿
れ
。
」
と
念
を
押

し
ほ

し
て
い
る
し
、
酒
宴
の
坐
に
お
い
て
も
'
「
数
し
ぼ
項
王
に
目
し
て
、
侭
ぶ
る
所

の
王
領
を
挙
げ
'
以
て
之
に
示
す
こ
と
三
た
び
」
し
、
そ
れ
に
'
「
黙
然
と
し
て

応
ぜ
ざ
」
る
項
王
に
業
を
に
や
し
て
、
今
度
は
項
王
の
い
と
こ
の
項
荘
を
召
し

て
'
「
-
-
・
因
り
て
流
公
を
坐
に
撃
ち
て
之
を
殺
せ
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
若
が

ま
さ

属
、
皆
な
且
に
虜
と
す
る
と
こ
ろ
と
為
ら
ん
と
す
。
」
と
'
絶
対
に
し
て
-
じ

る
で
は
な
い
ぞ
、
と
流
公
撃
殺
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
鴻
門
の

会
」
の
最
初
か
ら
、
こ
の
際
、
流
公
を
殺
し
て
し
ま
お
う
と
ね
ら
い
つ
づ
け
て

い
る
だ
増
に
と
っ
て
、
見
す
み
す
そ
の
脱
出
を
許
し
た
こ
と
は
、
玉
斗
を
撞
き

破
っ
た
-
ら
い
で
は
お
さ
ま
り
の
つ
か
な
い
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

彼
の
心
中
は
、

噴
、
竪
子
'
不
足
興
謀
.
奪
項
王
天
下
者
.
必
流
公
也
.
吾
属
今
為
之
虜
英
。

と
い
う
こ
と
ば
に
託
さ
れ
て
る
。
そ
れ
は
、
天
下
平
定
の
念
願
を
項
羽
に
託

し
、
今
や
天
下
を
手
中
に
し
な
が
ら
'
む
ざ
む
ざ
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
項
羽
に

対
す
る
腹
立
た
し
さ
へ
絶
望
感
で
あ
る
。
こ
の
「
鴻
門
の
会
」
を
頂
点
と
し

て
'
項
羽
の
勢
い
は
次
第
に
下
り
坂
に
な
っ
て
ゆ
く
。
な
お
「
浩
子
」
に
つ
い

て
、
教
科
書
の
頭
注
に
は
「
こ
こ
で
は
項
羽
を
さ
す
」
と
あ
る
が
'
そ
ば
に
い

る
項
羽
は
向
か
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
小
僧
め
/
」
と
は
、
い
か
に
気
が
立

っ
て
い
る
と
は
い
え
'
無
理
だ
ろ
う
。
や
は
り
こ
こ
は
、
直
接
に
は
項
伯
を
な

じ
り
'
暗
に
項
羽
の
優
柔
不
断
を
誠
し
た
も
の
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
0

結
局
こ
の
場
は
'
焚
噂
の
伝
に
、

使
張
良
謝
項
羽
へ
項
羽
亦
因
逐
巳
無
訣
流
公
之
心
英
.

と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
項
王
に
流
公
を
殺
す
気
を
無
く
し
て
し
ま
わ
せ
た
'

張
良
の
、
級
密
な
計
算
に
も
と
づ
く
落
ち
つ
い
た
行
動
と
t
 
t
杯
-
わ
さ
れ
て

ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
項
羽
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
天
を
仰
い
で
-
や
し
が
る

荘
増
と
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
い
o

二
へ
　
四
面
楚
歌

教
科
書
で
は
、
「
鴻
門
の
会
」
の
あ
と
、
す
ぐ
に
「
四
面
楚
歌
」
と
な
り
、

「
項
壬
軍
壁
核
下
。
共
少
食
謡
」
で
始
ま
る
の
で
'
「
鴻
門
の
会
」
が
「
珊
公

至
軍
、
立
訣
殺
雪
組
協
」
.
で
終
わ
っ
て
以
後
の
、
項
羽
と
捕
公
の
行
動
に
つ

い
て
は
、
読
者
に
は
何
も
わ
か
ら
な
い
.
し
た
が
っ
て
「
鴻
門
の
会
」
か
ら
「

四
面
楚
歌
」
に
は
い
る
前
に
、
ど
う
し
て
も
、
そ
の
間
の
事
情
が
説
肝
さ
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
項
羽
の
最
期
だ
け
を
読
む
こ
と
に
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
項
羽
が
そ
の
よ
う
な
長
期
を
と
げ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
'
そ
れ
を
読
み
と
ら
な
け
れ
ば
'
司
馬
遷
が
「
項
羽
本

紀
」
に
'
更
に
は
「
史
記
」
に
託
し
た
意
図
を
理
触
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
し

た
が
っ
て
「
史
記
」
を
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
わ
け
で
「
四
面
蛭
歌
」
に
は
い
る
前
に
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
事
情
が
、
項

羽
と
流
公
を
中
心
と
し
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

○
項
王
H
 
T
-
」
'
少
食
山
。
-
-
-
;
/
^
-
i
-
八
詣
代
g
J
川
上
;
*
」
"
柁
間
i
y
i
=
i
門
面

皆
廷
歌
'
項
王
乃
大
筋
日
、
「
預
僻
巳
柑
廷
乎
o
是
何
変
人
之
多
也
。
」
項
王

則
夜
起
飲
帳
中
o
有
美
人
、
名
虞
、
常
幸
従
。
駿
馬
へ
名
粧
、
常
騎
之
。
於

是
項
王
乃
悲
歌
憤
慨
、
自
為
詩
日
'
「
力
抜
山
今
気
蓋
世
、
.
時
下
利
今
椎
下

浜
、
離
不
出
今
可
奈
何
、
虞
今
虞
今
奈
若
何
。
」
歌
数
閑
へ
美
人
和
之
。
項

王
泣
数
行
下
。
左
右
皆
泣
、
莫
能
仰
視
o

こ
の
部
分
で
は
「
鴻
門
の
会
」
以
後
へ
　
「
項
王
蛇
咳
下
」
に
至
る
ま
で
の
事
情

が
説
明
さ
れ
て
お
れ
ば
'
生
徒
は
、
極
端
に
い
え
ば
へ
た
だ
読
む
だ
け
で
充
分

に
理
触
で
き
、
そ
の
雰
囲
気
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

「
皆
な
己
に
延
を
得
た
る
か
。
是
れ
何
ぞ
変
人
の
多
き
や
。
」
と
い
う
項
羽
の

驚
憎
も
、
ま
た
へ
項
羽
の
詩
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
断
腸
の
思
い
も
'
説
明
の
要

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
項
羽
の
歩
ん
だ
迫
が
'
才
気
と
抗
力
を
誇
る
英

雄
の
、
栄
光
に
み
ち
た
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
'
こ
の
場
面
に
お
け
る
髭
憎

と
欺
き
は
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
面
の
次
に
あ
る
は
ず
の
、
項
羽
の
脱
出
、
快
戦
の
記
述

が
、
こ
の
教
科
書
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
o
こ
の
部
分
は
、
項
羽
が
次
第
に
勢

い
を
そ
か
れ
て
ゆ
き
、
死
を
決
意
し
た
も
も
の
、
己
の
才
気
と
勇
力
に
対
す
る

自
負
は
そ
の
ま
ま
に
、
全
て
の
原
E
E
:
を
「
天
」
に
帰
す
る
場
面
で
あ
り
'
次

の
、
烏
江
の
亭
長
と
の
対
話
の
内
容
、
項
羽
の
故
期
に
、
大
い
に
関
係
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

於
是
項
王
乃
上
馬
騎
。
億
下
壮
士
、
騎
従
者
八
百
故
人
o
直
夜
隠
田
、
南
出

馳
走
。
平
明
漢
軍
乃
覚
之
o
令
騎
将
滞
嬰
以
五
千
騎
追
之
o

項
王
渡
准
。
騎
能
属
者
百
故
人
耳
。
項
王
至
陰
陵
'
迷
失
退
。
問
I
田
父
o

田
父
給
日
「
左
」
。
左
.
乃
陥
大
沢
中
。
以
放
校
迫
乃
之
o

項
王
乃
役
引
其
而
東
、
至
東
城
。
乃
有
二
十
八
駒
。
汚
騎
迫
老
数
千
人
。
項

王
自
皮
不
得
脱
、
謂
共
約
日
「
告
起
兵
至
今
八
歳
英
.
身
七
十
飴
戦
、
所
当

看
破
'
所
撃
者
服
、
末
嘗
敗
北
、
遂
覇
有
天
下
。
然
今
卒
園
於
此
。
此
天
之

亡
我
、
非
戦
之
罪
也
。
今
日
固
決
死
O
頗
為
諸
君
快
戦
へ
必
三
勝
之
.
為
諸

君
択
細
へ
新
村
刈
旗
'
令
諸
君
知
天
亡
我
、
非
戦
之
罪
也
。
」
乃
分
其
騎
以

為
四
隊
'
四
郷
。

摸
軍
閲
之
数
重
.
項
王
謂
其
騎
日
「
吾
為
公
取
彼
l
将
。
」
令
四
面
騎
馳
下
、

期
山
東
為
三
処
O
於
是
項
王
大
呼
馳
下
O
撲
軍
皆
披
醇
。
遂
斬
挟
一
将
。
是

時
赤
泉
俣
為
騎
将
迫
項
王
O
項
王
折
目
而
叱
之
o
赤
泉
侯
、
人
馬
倶
驚
、
鮮

易
数
里
。
興
其
騎
為
三
処
。

挟
軍
不
知
項
王
所
在
.
乃
分
軍
為
三
、
校
粗
之
O
項
王
乃
馳
'
役
所
淡
一
都

尉
'
枚
数
十
百
人
0
校
緊
R
'
駅
へ
亡
其
両
騎
耳
。
乃
謂
S
'
騎
日
「
何
如
o
」

騎
潜
伏
日
「
如
大
王
言
O
」

虞
美
人
日
義
の
記
事
は
「
史
記
」
に
は
な
い
o
兵
家
の
常
と
し
て
、
そ
れ
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
虞
美
人
に
永
遠
の
別
れ
を
告
げ

た
項
羽
は
'
夜
中
に
漢
軍
の
囲
み
を
脱
け
て
南
に
走
る
.
従
う
者
は
八
百
於

騎
O
平
明
に
れ
そ
を
覚
っ
た
,
t
E
公
は
滞
嬰
の
卒
い
る
五
千
騎
に
そ
れ
を
追
撃
さ
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せ
る
。
項
羽
は
、
　
水
1
陰
陵
1
東
城
'
と
い
う
経
路
で
逃
げ
て
ゆ
く
。
逃

げ
て
ゆ
-
に
し
た
が
っ
て
、
従
者
は
八
百
故
人
1
百
幹
人
1
二
十
八
騎
、
と
減

っ
て
ゆ
く
。

数
千
騎
の
淡
軍
に
追
わ
れ
、
l
田
父
に
給
さ
れ
て
'
次
第
に
そ
の
勢
い
を
そ

が
れ
て
ゆ
く
過
程
が
'
こ
こ
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
て
そ
の
次
に
は
、
二
十
八
騎
に
ま
で
討
ち
へ
ら
さ
れ
て
「
白
か
ら
照

_
よ
か

る
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
度
り
」
　
「
死
を
決
し
」
た
項
羽
が
'
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
は
「
天
の
我
を
亡
ぼ
す
」
が
為
で
あ
り
、
自
分
の
「
戦
い
の
罪
に

非
ざ
る
」
こ
と
を
、
部
下
に
示
し
、
ま
た
自
分
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
「
快

戦
」
の
場
面
が
設
け
ら
れ
て
い
を
。

し
た
が
っ
て
、
此
の
部
分
な
く
し
て
は
、
次
の
段
の
'
項
羽
が
烏
江
の
亭
長

の
申
し
出
を
断
っ
た
こ
と
'
ま
た
亭
長
に
向
っ
て
の
「
天
の
我
を
亡
ぼ
す
に
'

我
何
ぞ
渡
る
こ
と
を
為
さ
ん
-
-
」
と
い
う
項
羽
の
こ
と
ば
が
、
唐
突
に
、
ま

た
、
何
か
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
に
ひ
び
く
.
や
は
り
此
の
部
分
は
、
項
羽
が
「
白

_
よ
か

か
ら
脱
る
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
度
り
」
　
「
死
を
決
す
」
る
過
程
と
、
そ
の
よ
う

に
な
っ
た
の
は
'
「
天
の
我
を
亡
ぼ
す
」
た
め
で
あ
り
「
戦
の
罪
に
非
ざ
る
」

こ
と
を
、
ひ
た
す
ら
自
分
に
言
い
き
か
せ
'
さ
ら
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
項
羽

の
姿
を
'
次
の
段
の
「
項
羽
の
血
糊
」
に
は
い
る
ま
え
に
強
調
す
る
た
め
に
、

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

○
　
王
乃
爪
I
r
.
'
-
-
J
W
r
?
-
:
二
　
C
'
l
z
串
良
s
i
'
刷
持
o
謂
v
^
r
王
日
、
「
江
輔
E
・
小
~
地
方

千
里
へ
衆
数
十
万
人
へ
亦
足
王
也
。
頗
大
王
急
渡
。
今
独
臣
有
船
。
淡
軍
至

鰯
以
渡
。
」
項
王
英
日
、
「
天
之
亡
我
、
我
何
渡
為
o
且
籍
輿
江
東
子
第
八
千

人
へ
渡
江
而
西
.
今
鰯
一
人
還
。
縦
江
東
父
兄
憐
而
王
我
O
我
何
面
目
見
之
O

縦
彼
不
言
、
籍
独
不
塊
於
心
乎
」
O
乃
謂
亭
長
日
、
「
吾
知
公
長
者
o
青
馬
此

L
r
T
五
八
八
、
所
>
~
V
-
y
-
酌
へ
'
t
*
I
日
行
.
L
思
　
H
l
忍
Z
L
-
.
1
"
　
　
　
」

「
東
の
か
た
烏
耳
を
渡
ら
ん
と
欲
し
」
た
項
羽
で
あ
り
な
が
ら
烏
江
の
亭
長
が

船
を
用
意
し
て
'
「
用
わ
-
は
大
王
急
ぎ
渡
れ
。
今
独
り
臣
の
み
船
あ
り
0
淡

の
軍
至
る
も
、
以
て
渡
る
こ
と
無
け
ん
.
」
と
言
う
と
、
す
ぐ
に
予
定
を
変
更

し
て
烏
江
を
渡
る
こ
と
を
や
め
'
「
天
の
我
を
亡
ぼ
す
、
我
何
ぞ
渡
る
こ
と
を

為
さ
ん
。
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
、
先
ず
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
の

項
羽
の
心
理
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
か
。

も
と
よ
り
t
、
「
天
が
自
分
を
亡
ぼ
」
そ
う
と
し
て
い
る
と
信
じ
へ
　
そ
の
よ
う

に
自
分
に
言
い
き
か
せ
て
き
た
項
羽
で
あ
る
か
ら
、
亭
長
の
救
い
の
手
を
断
っ

て
不
思
議
は
な
い
が
、
「
烏
江
を
波
ら
ん
と
欲
」
し
て
い
な
が
ら
、
亭
長
の
出

現
に
よ
っ
て
、
急
に
渡
江
の
意
志
を
変
え
た
点
が
'
読
む
者
に
と
っ
て
は
肺
に

お
ち
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
'
項
羽

羽
の
人
一
倍
つ
よ
い
自
尊
心
と
、
強
情
な
性
格
が
、
主
な
原
因
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
。
そ
の
強
情
で
自
尊
心
の
強
い
性
格
'
こ
と
ば
を
か
え
れ
ば
、
江
東
の

父
兄
の
R
'
盟
を
1
身
に
に
な
っ
て
き
た
将
軍
と
し
て
の
面
子
が
人
l
倍
つ
よ
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
へ
　
そ
の
亭
長
に
対
す
る
こ
と
ば
へ
　
「
籍
は
江
東
の
子
弟

七
と

八
千
人
と
'
江
を
渡
り
て
西
す
。
今
一
人
の
還
る
も
の
無
し
。
縦
い
江
東
の
父

兄
、
隣
れ
み
て
我
を
王
と
す
と
も
、
我
何
の
両
目
あ
り
て
か
之
に
見
え
ん
。
結

い
彼
言
わ
ず
と
も
へ
籍
独
り
心
に
悦
じ
ざ
ら
ん
や
。
」
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
必
死
に
戦
い
つ
づ
け
る
項
羽
の
頭
の
中
か
ら
t
時
的
に
消
え
て
い

た
「
天
の
我
を
亡
ぼ
す
」
と
い
う
こ
と
が
ら
と
、
誇
り
高
き
将
軍
と
し
て
の
意

識
が
'
烏
江
の
亭
長
の
出
現
と
、
そ
の
言
柴
に
よ
っ
て
'
一
度
に
よ
み
が
え
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
「
項
王
笑
い
て
日
-
-
。
」
そ
の
「
笑
い
」
は
天
命
を
甘
受

o

o

o

o

し
よ
う
と
す
る
者
の
あ
き
ら
め
と
'
西
延
の
封
王
と
し
て
の
自
尊
心
を
内
包
し
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た
、
一
見
、
さ
わ
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
.
中
国
古
典
選
の
「
史
記
」
で

は
、
こ
こ
の
「
笑
い
」
を
自
咽
の
笑
い
と
解
す
る
。
あ
る
い
は
そ
の
面
が
強
調

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
そ
う
は
思
え
な
い
。

こ
の
あ
た
り
の
言
動
も
'
項
羽
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
ろ
う
O
も
し
油
公
だ

っ
た
ら
、
さ
っ
そ
く
亭
長
の
船
に
l
人
の
り
移
り
、
烏
江
を
浸
っ
て
逃
亡
に
成

功
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
も
し
項
羽
に
、
そ
の
よ
う
な
融
通
性
が
少
し
で
も

あ
っ
た
な
ら
ば
、
と
惜
し
む
の
は
'
店
の
杜
牧
で
あ
る
。

圃
w
b
s
畠

勝
敗
兵
家
事
不
期
　
包
義
忍
恥
是
男
児

江
東
子
弟
多
才
俊
　
払
土
重
束
末
可
知

こ
の
よ
う
に
思
う
の
は
、
た
だ
に
杜
牧
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

○
乃
合
駒
皆
下
馬
歩
行
へ
持
短
兵
接
戦
。
独
項
王
所
殺
漢
軍
数
百
人
。
項
王
身

亦
被
十
於
創
、
顧
見
淡
騎
司
馬
呂
馬
童
日
'
「
若
非
吾
故
人
乎
o
 
L
馬
童
面
之
へ

指
王
緊
日
、
「
此
項
王
也
。
」
項
王
乃
日
'
「
吾
間
、
『
淡
購
我
頭
千
金
・
邑

万
戸
。
』
吾
為
栗
徳
。
」
乃
自
別
而
死
。

も
は
や
こ
の
段
で
は
'
極
端
に
言
え
ば
'
何
の
説
明
も
必
要
で
は
な
い
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
最
期
の
覚
悟
を
き
め
た
項
羽
は
二
十
六
人
の
部
下
と
と
も
に
「
下

馬
歩
行
」
し
「
短
兵
を
持
し
て
接
戦
」
し
、
西
延
の
覇
王
ら
し
く
、
華
々
し
く

自
別
し
て
果
て
る
。

0

な
お
へ
　
「
馬
窒
面
之
」
に
つ
い
て
、
こ
の
教
科
古
の
頭
注
に
は
「
顔
を
そ
む

け
る
」
と
あ
る
が
'
別
の
教
科
書
(
秀
英
出
版
)
　
で
は
'
「
そ
ち
ら
を
む
く
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
が
正
し
い
に
ち
が
い
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ

結
論
は
出
な
い
だ
ろ
う
。
思
う
に
、
項
羽
に
「
若
は
吾
が
故
人
に
非
ず
や
。
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
漢
の
騎
司
馬
呂
馬
童
が
'
声
の
主
で
あ
る
嘗
て
の
故
人
項

羽
の
顔
を
'
真
正
面
か
ら
見
す
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
'
と
い
う
疑

問
か
ら
、
「
面
」
字
を
反
訓
と
解
し
て
「
そ
む
け
る
」
と
読
む
よ
う
に
も
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
は
呂
馬
童
が
'
ず
う
ず
う
し
い
男
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
き
ま
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
結
　
語

以
上
は
'
「
史
記
」
の
、
「
鴻
門
の
会
」
　
「
四
面
廷
歌
」
に
つ
い
て
、
ど
こ
に

中
心
を
置
い
て
読
み
、
教
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
の
教
材
研
究

の
覚
え
書
き
で
あ
る
が
'
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
読
み
取
り
'

実
際
に
教
え
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

生
徒
が
「
関
門
の
会
」
「
四
両
廷
歌
」
を
読
ん
で
受
け
取
っ
た
も
の
は
、
要
す

る
に
　
-
　
「
史
記
」
に
は
人
間
が
描
か
れ
て
い
る
o
司
馬
遷
は
生
き
た
人
間
を

描
い
た
の
で
あ
る
o
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
t
 
t
人
ひ
と
り
の
人
間
の
性

格
、
そ
の
性
格
に
も
と
づ
く
行
動
を
へ
　
そ
の
内
部
に
ま
で
は
い
り
込
ん
で
生
き

生
き
と
描
き
、
そ
の
よ
う
な
人
間
ど
う
し
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
の
結
果
と
し
て
の

「
個
人
の
運
命
」
'
そ
れ
を
大
き
-
総
括
し
た
も
の
と
し
て
の
「
人
間
の
歴
史
」

を
記
そ
う
と
し
た
0
　
-
　
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

生
徒
が
く
み
と
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
は
'
あ
る
い
は
ま
と
ま

り
す
ぎ
て
い
る
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
が
'
そ
れ
は
「
四
面
楚
歌
」
を
読
み

お
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
司
馬
遷
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
広
い
知
識
を
得
る
た

め
に
へ
中
島
敦
の
「
挙
陵
」
を
読
ま
せ
た
こ
と
に
よ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ

で
は
、
主
と
し
て
「
史
記
」
の
太
史
公
自
序
に
も
と
づ
き
、
司
馬
遷
の
「
史

記
」
編
纂
の
経
緯
が
'
生
き
生
き
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
0
そ
こ
で
は
司
馬
遷

が
'
ど
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
'
何
を
、
何
の
た
め
に
へ
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
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い
っ
た
か
t
　
と
い
う
h
J
と
が
、
司
馬
遷
な
み
の
「
想
仲
的
視
覚
」
を
は
た
ら
か

せ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
先
に
~
あ
げ
た
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
挙
陵
」
を
読

み
、
そ
う
し
て
'
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
「
鴻
門
の
会
」
　
「
四
面
廷
歌
」
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
想
い
お
こ
し
て
の
、
感
想
な
の
で
あ
る
。

な
お
「
史
記
」
は
'
二
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
「
漢
文
」
を
読
み
は
じ
め
た

学
年
の
二
学
期
に
、
過
二
時
間
ず
つ
の
授
業
で
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
本
学
付
属
高
校
教
諭
)




